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松
崎
中
学
校
の
校
舎
は
、
昭
和

四
四
・
四
五
年
度
に
統
合
中
学
校

と
し
て
建
設
さ
れ
、
本
年
で
築
三

三
年
が
経
過
し
ま
す
。現
校
舎
は
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三
階
建

で
延
べ
床
面
積
三
、
九
二
七
平
方

メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。
建

築
以
来
、
昭
和
六
一
・
六
二
年
、

平
成
元
年
に
改
修
工
事
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
が
、そ
の
後
の
耐
震
、

耐
力
度
調
査
の
判
定
結
果
を
踏
ま

え
、
生
徒
及
び
教
職
員
の
安
全
確

保
と
教
育
環
境
の
一
層
の
充
実
を

図
る
た
め
、
新
校
舎
建
築
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
予
定
は
、
本
年
度
に
企

画
提
案
競
技
と
基
本
設
計
業
務
を

行
な
い
、
来
年
度
に
は
実
施
設
計

業
務
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
着
工

は
平
成
一
七
年
度
で
、
完
成
は
平

成
一
八
年
度
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

事
業
規
模
と
し
ま
し
て
は
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三
階
程
度

で
延
べ
床
面
積
は
約
三
、
六
三
〇

平
方
メ
ー
ト
ル
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

国
民
宿
舎
伊
豆
ま
つ
ざ
き
荘
は

老
朽
化
に
伴
う
建
替
え
工
事
を
来

年
度
よ
り
実
施
し
、
平
成
一
七
年

度
中
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
ま
す
。

　

西
豆
衛
生
プ
ラ
ン
ト
組
合
が
建

設
を
予
定
し
て
い
る
「
し
尿
処
理

施
設
」
は
、
西
豆
三
町
村
内
の
各

家
庭
、
事
業
所
等
及
び
集
落
排
水

施
設
か
ら
収
集
さ
れ
る
し
尿
・
浄

化
槽
汚
泥
を
処
理
す
る
も
の
で
す
。

　

新
し
い
ま
つ
ざ
き
荘
は
現
在
設

計
中
で
す
が
、
計
画
と
し
て
は
六

階
建
て
と
な
り
ま
す
。

　

最
上
階
を
浴
場
と
し
て
、
露
天

風
呂
や
貸
し
切
り
の
家
族
風
呂
な

ど
を
付
け
た
展
望
風
呂
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
二
階
に
は
レ
ス
ト
ラ
ン

や
宴
会
場
を
設
け
、
客
室
は
洋
室

と
和
室
と
し
て
、
和
室
は
す
べ
て

一
〇
畳
の
部
屋
に
し
、
ゆ
っ
た
り

と
く
つ
ろ
げ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
取

り
入
れ
た
高
齢
者
や
障
害
者
の
方

に
も
気
軽
に
ご
利
用
で
き
る
施
設

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　

中
川
地
区
（
小
杉
原
・
池
代
・
門

野
地
区
を
除
く
）
の
水
源
と
し
て

収
集
量
は
年
間
約
一
三
、
〇
〇
〇

キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
で
、
九
〇
パ
ー
セ

ン
ト
以
上
が
浄
化
槽
で
一
次
処
理

さ
れ
た
浄
化
槽
汚
泥
で
す
。

　

処
理
過
程
で
は
、 膜
処
理
、薬
品

処
理
、
脱
臭
処
理
を
行
な
い
ま
す

の
で
、
臭
い
の
問
題
や
処
理
水
の

水
質
に
つ
い
て
は
、 環
境
基
準
を
大

き
く
下
回
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

施
設
建
設
は
、
江
奈
字
大
久
保

周
辺
地
域
を
予
定
地
と
し
て
、 道
路

幅
員
四
メ
ー
ト
ル
の
進
入
路
や
約

二
、
六
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
施

設
用
地
を
確
保
す
る
た
め
に
土
地

所
有
者
の
皆
さ
ま
と
交
渉
を
進
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元
江
奈
地

区
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
事
業
を
進

め
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

使
用
さ
れ
て
い
る
大
沢
水
源
の
取

水
量
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
今
年
度
、
花
の
三
聖
苑
横

に
新
水
源
確
保
に
向
け
取
水
ポ
ン

プ
場
の
築
造
工
事
が
行
な
わ
れ
て

い
ま
す
。
建
築
中
の
建
物
は
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
屋
建
て
、
床
面

積
八
九
・
五
平
方
メ
ー
ト
ル
で
取

水
ポ
ン
プ
や
電
気
機
械
設
備
が
整

備
さ
れ
ま
す
。
同
工
事
と
併
せ
、

峰
輪
配
水
池
ま
で
の
送
水
管
布
設

工
事 （
延
長
二
八
四
メ
ー
ト
ル
）と

峰
輪
か
ら
建
久
寺
間
の
配
水
管
布

設
替
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

　

今
後
も
配
水
管
網
の
整
備
を
促

進
す
る
と
共
に
経
費
の
節
減
な
ど

に
よ
る
水
道
事
業
の
健
全
運
営
に

努
め
、
清
浄
な
水
の
安
定
供
給
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

雲
見
旧
最
終
処
分
場
は
、
昭
和

五
一
年
度
か
ら
埋
立
を
開
始
し
、

平
成
一
一
年
三
月
に
埋
立
を
終
了
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平
成
一
七
年
三
月
を
目
標

に
西
豆
三
町
村
に
よ
る
合
併

協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
現
在
町
で
取

り
組
ん
で
い
る
事
業
や
課
題

の
事
業
に
つ
い
て
取
り
上
げ

て
み
ま
し
た
。

平
成
一
五
年
度
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
・
課
題
の
事
業

平
成
一
五
年
度

平
成
一
五
年
度　
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
・
課
題
の
事
業

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
・
課
題
の
事
業

平
成
一
五
年
度　
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
・
課
題
の
事
業

●
現
在
取
り

●
現
在
取
り

組
ん
で
い
る
事
業

 

組
ん
で
い
る
事
業

○
現
在
取
り

 

組
ん
で
い
る
事
業

西
豆
衛
生
プ
ラ
ン
ト

 

建
設
計
画
に
つ
い
て

中
川
地
区

 

水
道
計
画
に
つ
い
て

雲
見

旧
最
終
処
分
場
に
つ
い
て

松
崎
中
学
校
改
築
工
事

国
民
宿
舎

「
伊
豆
ま
つ
ざ
き
荘
」

 
建
替
え
工
事
に
つ
い
て
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松
崎
新
港
湾
は
、
平
成
七
年
度

か
ら
工
事
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、

現
在
ま
で
に
防
波
堤
一
六
〇
メ
ー

ト
ル
、
岸
壁
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
が

海
上
に
姿
を
現
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、護
岸
工
事
一
二
〇
メ
ー

ト
ル
、
ケ
ー
ソ
ン
二
函
の
据
付
な

ど
を
行
な
っ
て
お
り
、
年
度
末
ま

で
に
は
岸
壁
と
陸
地
が
つ
な
が
り
、

港
ら
し
い
姿
を
現
す
予
定
で
す
。

　

護
岸
工
事
の
完
成
後
は
順
次
、

し
ま
し
た
。

　

開
設
当
初
は
、
最
終
処
分
場
の

構
造
基
準
も
定
め
ら
れ
て
い
な
い

状
態
に
あ
っ
て
、
平
成
元
年
に
、

現
況
基
準
に
合
っ
た
水
処
理
施
設

と
底
張
り
シ
ー
ト
が
整
備
さ
れ
ま

し
た
が
、
地
下
水
な
ど
の
汚
染
を

危
惧
す
る
声
も
あ
り
、
新
た
な
対

策
を
講
ず
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

国
・
県
と
の
協
議
を
踏
ま
え
、

環
境
に
影
響
の
少
な
い
工
法
の
選

定
を
し
、
平
成
一
六
年
度
事
業
と

し
て
対
応
す
る
予
定
で
す
。

国
道
一
三
六
号
か
ら
の
接
続
道
路

の
整
備
、
航
路
の
浚
渫
に
よ
る
水

深
六
メ
ー
ト
ル
の
泊
地
の
整
備
な

ど
を
行
な
い
、
第
一
期
工
事
を
終

え
る
予
定
で
す
が
、
規
模
は
当
初

の
半
分
程
度
で
あ
り
カ
ー
フ
ェ

リ
ー
の
定
期
就
航
は
難
し
く
、
第

二
期
工
事
の
着
工
も
は
っ
き
り
し

た
見
込
み
が
つ
か
な
い
状
況
で
す
。

　

将
来
の
駿
河
湾
海
上
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
対
応
し
た
埠
頭
用
地

を
整
備
す
る
た
め
の
選
択
肢
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
田
子
の
浦
港
の
浚

渫
土
砂
を
利
用
し
た
廃
棄
物
埋
立

護
岸
事
業
に
よ
る
整
備
に
つ
い
て

現
地
視
察
等
も
行
な
い
ま
し
た
が
、

県
の
田
子
の
浦
港
底
質
浄
化
対
策

検
討
委
員
会
の
結
論
を
受
け
て
、

慎
重
に
対
応
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

雲
見
高
通
山
に
つ
い
て
は
、
地

元
地
域
お
こ
し
の
会
の
皆
さ
ん
が

中
心
と
な
っ
て
、
自
生
す
る
山
ツ

ツ
ジ
の
保
護
育
成
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

　

一
方
、
南
伊
豆
町
で
は
、
新
聞

テ
レ
ビ
等
で
報
道
さ
れ
た
と
お
り
、

長
者
が
原
の
ツ
ツ
ジ
を
メ
イ
ン
に

ツ
ツ
ジ
公
園
整
備
事
業
を
実
施
中

で
す
。

　

当
町
も
、
長
者
が
原
の
岩
科
側

に
山
ツ
ツ
ジ
が
自
生
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
を
保
護
育
成
し
、

南
伊
豆
町
と
共
同
で
、
長
者
が
原

を
中
心
と
し
た
一
帯
を
「
自
然
ふ

れ
あ
い
パ
ー
ク
（
仮
称
）」
と
し

て
整
備
を
進
め
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
計
画
の
中
で
、
当
町
と
し

て
は
、
遊
歩
道
の
設
置
を
検
討
し

て
お
り
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

町
道
山
口
雲
見
線
は
、
生
活
道

路
と
し
て
は
も
と
よ
り
、
国
道
一

三
六
号
の
迂
回
路
と
し
て
も
大
変

重
要
な
道
路
で
す
が
、
幅
員
が
狭

く
、
平
成
一
一
年
に
岩
地
地
内
の

国
道
で
崩
落
事
故
が
発
生
し
、
片

側
通
行
が
で
き
る
ま
で
の
一
一
日

間
、
大
渋
滞
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、 今
年
八
月
に
石
部
地
内
の

国
道
が
通
行
止
め
と
な
っ
た
際
に

も
大
渋
滞
が
発
生
し
、
地
元
の
住

民
の
皆
様
を
始
め
多
く
の
方
に
不

便
を
強
い
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

山
口
雲
見
線
の
起
点
に
当
た
る

宇
治
橋
も
昭
和
二
一
年
の
建
設
か

ら
五
七
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
も

著
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

町
で
は
、
県
代
行
事
業
で
の
整
備

　

那
賀
川
河
口
周
辺
治
水
対
策
委

員
会
は
、
那
賀
川
河
口
周
辺
の
治

水
対
策
を
総
合
的
に
考
え
る
目
的

で
、
各
種
団
体
の
代
表
や
一
般
公

募
に
よ
る
委
員
を
委
嘱
し
、
平
成

一
四
年
四
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
こ
れ
ま
で
、
川
の

状
況
を
知
る
た
め
に
那
賀
川
、
岩

科
川
の
現
場
視
察
や
、
土
木
事
務

所
で
実
施
し
た
那
賀
川
の
現
状
調

査
、
町
で
実
施
し
た
松
崎
小
学
校

周
辺
か
ら
三
省
社
に
か
け
て
の
内

水
調
査
の
報
告
を
受
け
、
ま
た
、

津
波
に
対
す
る
認
識
を
深
め
る
た

め
、
県
行
政
セ
ン
タ
ー
の
防
災
監

か
ら
東
海
地
震
と
津
波
の
発
生
メ

カ
ニ
ズ
ム
の
講
演
を
受
け
る
な
ど

し
、
意
見
交
換
を
行
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　

予
想
さ
れ
る
東
海
地
震
に
よ
る

津
波
や
大
雨
に
よ
る
洪
水
対
策
は

非
常
に
難
し
い
問
題
で
す
が
、
効

　

青
野
・
八
木
山
線
は
、
南
伊
豆

町
青
野
地
区
と
松
崎
町
八
木
山
地

区
を
結
ぶ
全
長
七
・
六
キ
ロ
の
林

道
で
、
新
設
・
改
良
に
よ
る
道
路

開
設
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
南
伊
豆
町
で
進

め
ら
れ
て
い
る
青
野
大
師
ダ
ム
の

建
設
に
伴
い
、
南
伊
豆
町
か
ら
協

力
要
請
が
あ
っ
た
も
の
で
、
平
成

一
〇
年
七
月
一
六
日
に
「
青
野
・

八
木
山
線
連
絡
協
議
会
」
を
設
立

し
、
こ
れ
ま
で
業
務
委
託
に
よ
る

現
地
調
査
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

当
路
線
の
開
設
は
、
県
道
南
伊

豆
松
崎
線
の
迂
回
路
と
な
る
こ
と

も
あ
り
、
広
域
基
幹
林
道
と
し
て

県
を
交
え
て
検
討
し
て
い
ま
す
が
、

市
町
村
合
併
や
財
政
的
な
問
題
も

あ
り
、
有
利
性
の
あ
る
実
施
可
能

な
事
業
の
選
択
に
向
け
検
討
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
関
係
者
の
皆

様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

を
計
画
し
、
地
元
山
口
区
民
と
話

し
合
い
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
宇
治
橋
を
起
点
に
国
柱

神
社
の
参
道
を
横
切
り
、
集
落
を

抜
け
る
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
つ
い

て
地
権
者
の
皆
さ
ん
と
話
し
合
い

を
重
ね
て
い
ま
す
。

果
的
な
対
策
が
と
れ
る
よ
う
検
討

を
進
め
て
い
ま
す
。

高
通
山
〜
長
者
が
原

 

整
備
計
画
に
つ
い
て

新
港
湾

 

建
設
工
事
に
つ
い
て

●
課
題
と

●
課
題
と

な
っ
て
い
る
事
業

 

な
っ
て
い
る
事
業

○
課
題
と

 

な
っ
て
い
る
事
業

山
口
雲
見
線

 

整
備
に
つ
い
て

那
賀
川
河
口
周
辺

 

治
水
対
策
委
員
会

林
道
青
野
・
八
木
山
線



 ４

　

一
一
月
一
六
日
（
日
）、
松
崎

港
を
ス
タ
ー
ト
に
、
第
二
〇
回
松

崎
町
史
跡
め
ぐ
り
駅
伝
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
青
少
年
の
健
全

育
成
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る

も
の
で
、今
回
小
学
生
、一
四
チ
ー

ム
、
中
学
生
、
二
一
チ
ー
ム
延
べ

一
九
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
曇
り
空
と
な
り
ま
し

た
が
、
選
手
達
は
沿
道
の
声
援
を

受
け
な
が
ら
、
岩
科
学
校
や
沢
谷

城
な
ど
の
史
跡
を
中
継
点
に
タ
ス

キ
を
つ
な
ぎ
、
ゴ
ー
ル
を
目
指
し

ま
し
た
。

▲小学生男子の部　スピードファイター

▲小学生女子の部　レッツゴー道部

▲中学生男子の部　虎舞龍

▲中学生女子の部　★世界５大美女★

記　録氏　名学　年部　　門区　間

７分５２秒深　澤　雄　太松崎小５男　子
小学生

１区

（２，１００ｍ）

８分００秒（新）高　見　美　喜松崎小６女　子

７分１４秒佐　藤　玖　昭１男　子
中学生

７分５８秒（新）高　見　志　穂３女　子

７分１２秒土　屋　秀　樹中川小４男　子
小学生

２区

（１，７５０ｍ）

７分５３秒斉　藤　果　重三浦小６女　子

６分２３秒土　屋　大　地２男　子
中学生

７分３２秒土　屋　貴　子３女　子

８分０８秒土　屋　太　輔三浦小６男　子
小学生

３区

（２，０７０ｍ）

７分５９秒桑　原　亜　美松崎小６女　子

７分３３秒石　田　光　輝２男　子
中学生

８分５９秒佐　藤　奈　緒１女　子

７分４５秒福　本　翔　太松崎小５男　子
小学生

４区

（１，８５０ｍ）

７分４２秒斉　藤　菜　未松崎小５女　子

６分１３秒真　野　竜　希２男　子
中学生

８分０４秒稲　持　五　月３女　子

８分０２秒森　　　悠　亮松崎小５男　子
小学生

５区

（２，０００ｍ）

７分５６秒山　地　真奈美松崎小６女　子

６分４９秒渡　辺　翔　太２男　子
中学生

７分３９秒高　田　モ　モ３女　子

【区間賞記録】

（優勝チーム）

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会第20回第20回 松崎町史跡めぐり駅伝大会第20回 松崎町史跡めぐり駅伝大会

三
八
チ
ー
ム
が

 

史
跡
を
力
走

（優勝チーム）

５ 

公
的
個
人
認
証

  
サ
ー
ビ
ス
っ
て
何
？

　

こ
れ
ま
で
行
政
機
関
へ
の
申
請

や
届
出
を
行
な
う
と
き
、
直
接
窓

口
に
行
っ
て
手
続
を
行
な
う
の
が

一
般
的
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、国
や
地
方
自
治
体
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
窓
口
で
の
手
続
に
加

え
、
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
申
請
や
届

出
が
で
き
る
仕
組
み
作
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

行
政
手
続
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
行
な
う
場
合
、
他
人
が

本
人
に
な
り
す
ま
し
て
偽
の
電
子

申
請
を
行
な
っ
た
り
し
な
い
よ
う
、

本
人
確
認
の
手
段
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
そ
の
手
段
と
し
て
電
子
証

明
書
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
公

的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
い

わ
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
の
印

鑑
登
録
で
す
。

公
的
個
人
認
証
を
使
っ

て
電
子
申
請
や
届
出
が

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
は
何

が
あ
る
の
？

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
に
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
？

　

静
岡
県
を
含
む
名
古
屋
国
税
局

管
内
で
は
、
所
得
税
、
個
人
事
業

者
の
消
費
税
に
つ
い
て
電
子
申
告

サ
ー
ビ
ス
が
平
成　

年
２
月
か
ら

１６

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

①
役
場
の
窓
口
で
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

 

（
１
枚　

円
で
原
則　

年
間
有
効
）

５００

１０

　

こ
の
他
、
パ
ス
ポ
ー
ト
交
付
関

係
手
続
な
ど
も
準
備
中
で
年
度
内

か
ら
順
次
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

※
電
子
証
明
書
は
印
鑑
証
明
書
の

よ
う
な
紙
で
は
な
く
デ
ジ
タ
ル

デ
ー
タ
で
す
。
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
に
付
い
て
い
る　

チ
ッ

プ
に
記
録
し
ま
す
。

②
役
場
の
窓
口
で
電
子
証
明
書
の

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

 

（
１
通　

円
で
原
則
３
年
間
有
効
）

５００

※
実
際
、
電
子
申
請
等
に
利
用
す

る
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

接
続
可
能
な
パ
ソ
コ
ン
と　

カ
ー
ド
を
使
う
た
め
の
、　

カ
ー

ド
・
リ
ー
ダ
ー
ラ
イ
タ
ー
が
必

要
で
す
。

 Ｉ Ｃ

 Ｉ Ｃ

 Ｉ Ｃ

町
民
課
戸
籍
窓
口
係 

�
四
二－

三
九
六
七

【
お
問
合
せ
先
】

� ����������������������������������������������������������

雲
見
水
門
工
事

　

町
で
は
、
予
想
さ
れ
る
東
海
沖

地
震
に
備
え
て
各
種
防
災
施
設
整

備
を
随
時
進
め
て
い
ま
す
が
、
現

在
雲
見
漁
港
の
太
田
川
水
門
改
修

工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
一
三
年
度
か
ら
三
ヵ
年
計

画
で
、
総
事
業
費
一
億
五
千
六
百

万
円
の
予
定
で
す
。

　

平
成
一
四
年
度
ま
で
は
、
腐
食

に
強
い
ア
ル
ミ
合
金
製
水
門
門
扉

や
開
閉
装
置
の
製
作
、
最
終
年
度

で
あ
る
本
年
度
は
、
水
門
コ
ン
ク

リ
ー
ト
本
体
の
修
復
及
び
水
門
門

扉
、
開
閉
装
置
等
の
設
置
や
装
置

管
理
用
の
建
屋
の
建
築
な
ど
を
施

工
し
ま
す
。

　

完
成
後
は
地
震
計
に
連
動
し
て
、

地
震
発
生
時
、
二
分
以
内
で
水
門

を
自
動
閉
鎖
す
る
構
造
と
な
り
、

地
域
住
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

▲工事中の水門

●
国
税
電
子
申
告
・

 

納
税
シ
ス
テ
ム

http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp/

goriyou/system
/sys_index.htm

l

●
名
古
屋
国
税
局

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.nagoya.nta.go.jp/

公的個人認証
サービスを

ご利用になるには

申請書記入

写真付身分証明書
ＩＣカード持参

パ ス ワ ー ド設定

専用装置の画面表示に
従って操作します。

電子証明書記録

電子証明書を
ＩＣカードに記録

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２

３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３

平
成　

年
よ
り
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
す
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 ６

　

松
崎
町
功
労
者
表
彰
式
が
一
一

月
二
一
日
に
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

文
化
ホ
ー
ル
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
松
崎
町
表
彰
条
例

に
基
き
、町
の
自
治
や
福
祉
等
様
々

な
分
野
で
町
の
発
展
に
寄
与
さ
れ

た
方
々
の
功
績
を
称
え
る
も
の
で

す
。

　

今
年
の
受
賞
者
は
次
の
方
々
で

す
。

東
区　

内
田
址
延
氏

（
現
消
防
団
長
）

　

多
年
に
わ
た
り
、
消
防
団
幹
部

と
し
て
防
災
体
制
の
確
立
と
消
防

活
動
の
充
実
に
努
力
し
、
地
域
防

災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て

い
る
。

八
木
山　

加
賀
俊
光
氏

　
（
元
消
防
分
団
長
）

　

多
年
に
わ
た
り
、
消
防
分
団
長

等
と
し
て
防
災
体
制
の
確
保
と
活

動
の
指
揮
等
に
貢
献
し
、
安
全
確

保
に
つ
と
め
た
。

松
崎
町
漁
協
雲
見
青
壮
年
部

　

多
年
に
わ
た
り
、
雲
見
海
岸
及

び
海
底
の
清
掃
作
業
を
行
な
い
、

環
境
美
化
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

産
業
振
興
に
も
寄
与
し
て
い
る
。

　

か
じ
か
の
湯
オ
ー
プ
ン
以
来
、

清
掃
業
務
等
を
行
な
い
、
観
光
客

や
地
元
の
利
用
者
に
憩
い
の
場
を

提
供
し
続
け
て
い
る
。

か
じ
か
の
湯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

食
品
衛
生
功
労
賞

　

長
年
に
わ
た
り
、
西
豆
食
品
衛

生
協
会
指
導
員
と
し
て
食
中
毒
防

止
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
瀬
戸

高
志
さ
ん
が
、
一
〇
月
二
四
日
に

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
功
労
者
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

　

瀬
戸
さ
ん
は
、
三
〇
年
以
上
地

域
の
食
中
毒
防
止
活
動
に
携
わ
っ

て
お
り
、
平
成
一
一
年
か
ら
は
、

静
岡
県
食
品
衛
生
推
進
員
と
し
て

活
動
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
松
崎
町
が
観
光
地
と
し

て
賑
わ
い
の
あ
る
町
で
あ
り
続
け

る
た
め
に
、
食
中
毒
防
止
活
動
を

続
け
て
い
く
そ
う
で
す
。

瀬
戸
高
志
さ
ん

（
七
一
歳
）

� ����������������������������������������������������������

� ����������������������������������������������������������

高
橋
哲
男
さ
ん

（
五
二
歳
）

　

日
展
会
員
で
彫
刻
家
と
し
て
活

動
し
て
い
る
高
橋
さ
ん
が
、
今
年

応
募
し
た
作
品
が
日
展
彫
刻
の
部

で
入
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

高
橋
さ
ん
は
、「
一
〇
年
程
前

か
ら
、
女
性
像
で
爽
や
か
さ
を
表

現
し
た
い
と
彫
刻
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。
都
合
で
三
年
の
ブ
ラ

ン
ク
が
空
い
て
し
ま
っ
た
後
な
の

で
、
作
品
的
に
は
満
足
出
来
て
い

な
い
部
分
も
あ
り
、
こ
れ
か
ら
は

見
た
人
が
一
瞬
で
爽
や
か
さ
を
感

じ
ら
れ
る
よ
う
な
作
品
を
制
作
し

た
い
。」
と
意
欲
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

鈴
木
那
菜
さ
ん（
中
川
小
四
年
）

が
、
静
岡
県
農
業
集
落
排
水
事
業

に
関
す
る
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
で
優

秀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

学
校
で 「
か
じ
か
が
え
る
」を
研

究
し
た
こ
と
か
ら
、
夏
休
み
の
課

題
と
し
て 「
川
の
生
き
物
」の
絵
を

描
い
た
も
の
で
、「
自
然
の
素
晴

ら
し
さ
を
活
き
活
き
と
表
現
し
て

い
る
。」
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

那
菜
さ
ん
に
感
想
を
聞
く
と
、

「
描
く
時
は
た
い
へ
ん
で
し
た
が
、

入
選
で
き
て
う
れ
し
い
で
す
。」

と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

� ����������������������������������������������������������

松
崎
町

松
崎
町

功
労
者
表
彰

 

功
労
者
表
彰

松
崎
町

 

功
労
者
表
彰

功
労
表
彰

有
功
表
彰

善
行
表
彰

町
長
感
謝
状

日
展
入
選（
彫
刻
）

静
岡
県
農
業
集
落
排
水
事

業
に
関
す
る
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
で
優
秀
賞

鈴 木 那 菜さん
（10歳）

７ 

　

今
年
も
ま
た
那
賀
の
田
ん
ぼ

を
利
用
し
た
大
規
模
花
畑
の
種

蒔
き
の
時
期
が
来
て
、
そ
の
作

業
に
精
を
出
し
て
い
ま
す
が
、

天
候
が
悪
く
計
画
ど
お
り
に
事

が
運
ば
な
い
。
種
蒔
き
が
遅
れ

て
い
て
心
配
で
あ
る
。

　

三
年
続
け
た
こ
の
事
業
、
機

会
あ
る
ご
と
に
宣
伝
し
、
観
光

客
誘
致
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

ま
す
。

　

本
年
は
、
花
畑
内
の
休
憩

所
・
売
店
に
工
夫
し
て
み
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

花
畑
に
は
用
水
路
が
流
れ
、

そ
れ
に
沿
っ
て
農
道
が
延
び

て
い
る
。
用
水
路
に
蓋
を
し

て
売
店
を
設
置
す
る
こ
と
が

で
き
そ
う
で
あ
る
。
そ
こ
に

休
憩
所
も
設
け
る
こ
と
に
よ

り
、
見
物
客
も
寄
り
や
す
く

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う

の
で
す
。

　

花
畑
を
町
の
皆
さ
ん
に
も

利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も

町長室からこんにちは　２４
商
工
会
の
皆
さ
ん
、
女
性
会
の

皆
さ
ん
に
お
力
添
え
を
お
願
い

し
ま
す
。
そ
し
て
、
四
年
目
に

な
る
花
畑
を
一
段
と
活
気
の
あ

る
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

深
澤　

進

松
崎
町
長

那
賀
大
規
模
花
畑

� ����������������������������������������������������������

議会事務局　４２－３９６１
町 長 公 室　４２－３９６２
総 務 課　４２－３９６３
商工観光課　４２－３９６４

生活環境課　４２－３９６９
出 納 室　４２－３９７０
教育委員会　４２－３９７１
振興公社推進本部 　４２－１８８１

役場への
お問い合わせは
各課直通電話へ

どうぞ

町民の広場町民の広場町民の広場
産業建設課　４２－３９６５
健康福祉課　４２－３９６６
町 民 課　４２－３９６７
税 務 課　４２－３９６８

　

駐
車
場
確
保
に
つ
い
て
お
願
い

が
あ
り
ま
す
。

　

環
境
セ
ン
タ
ー
や
学
習
セ
ン

タ
ー
を
会
議
等
で
利
用
す
る
場
合
、

主
催
者
が
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り

何
台
分
か
駐
車
場
の
確
保
が
で
き

る
よ
う
に
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
？

（
中
川　

男
性
）

　

新
港
湾
建
設
工
事
や
、
清
掃
セ

ン
タ
ー
の
焼
却
灰
処
理
に
関
連
し

て
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
人
体
に
対
す

る
影
響
が
大
変
気
に
な
り
ま
す
。

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
体
内
に
蓄
積

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
環

境
基
準
を
超
え
て
い
な
け
れ
ば
大

丈
夫
な
の
で
し
ょ
う
か
？

（
松
崎　

男
性
）

　

環
境
セ
ン
タ
ー
に
は
、
最
大
の

文
化
ホ
ー
ル
（
六
八
四
人
収
容
）

他
四
室
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に

図
書
館
他
二
室
が
あ
り
、
多
く
の

皆
さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
役
場
庁
舎
へ
の
用
件
で

来
所
さ
れ
る
方
や
、
会
議
等
が
あ

る
時
は
駐
車
場
の
確
保
に
皆
様
苦

労
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
中
瀬
駐
車

場
が
あ
り
ま
す
が
、
施
設
の
収
容

人
員
な
ど
か
ら
し
ま
す
と
駐
車
台

数
は
少
な
く
特
定
の
方
へ
の
割
り

振
り
は
現
状
で
は
無
理
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

一
方
で
、
長
期
に
わ
た
る
無
断

駐
車
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
現
在

具
体
的
な
防
止
対
策
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
ま
す
。

（
総
務
課
）

　

環
境
中
に
放
出
さ
れ
た
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
が
私
た
ち
の
体
内
に
入
る

場
合
、
食
物
連
鎖
に
よ
り
摂
取
さ

れ
る
も
の
が
九
割
、
そ
の
約
八
割

は
脂
肪
の
多
い
魚
や
肉
、
乳
製
品

な
ど
か
ら
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
が
算
定
し
た
耐
容
一
日
摂
取

量
は
体
重
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き

四
ピ
コ
グ
ラ
ム
（
一
ピ
コ
グ
ラ
ム

は
一
兆
分
の
一
グ
ラ
ム
）
と
さ
れ

て
い
て
、
日
常
生
活
で
の
日
本
人

の
平
均
的
な
摂
取
量
は
一
日
二
・

六
ピ
コ
グ
ラ
ム
と
い
う
算
出
結
果

が
出
て
お
り
、
通
常
の
食
生
活
の

上
で
健
康
に
及
ぼ
す
影
響
を
示
す

知
見
も
報
告
さ
れ
て
い
な
い
の
が

現
状
で
す
。

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
環
境
基
準
や

排
出
基
準
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が

健
康
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

（
生
活
環
境
課
）
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【12月の救急当番医　西伊豆地区】
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戸籍届出時の
 本人確認について
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　「自分が知らない間に戸籍上誰かと結
婚していた、誰かと養子縁組していた。」
その結果、戸籍謄抄本を悪用され被害
に遭ってしまう。
　最近全国でこのような事件が増えて
います。
　このような事態を防ぐため、来年２
月から窓口に届出書を持参した方につ
いて、免許証などをご提示いただき、
本人であることの確認を行ないます。
◎対象となる届出

　婚姻届・離婚届

　養子縁組届・養子離縁届

◎ご提示いただくもの

　顔写真入りの官公署発行の証明書

（免許証・パスポート・住基カード等）

※本人確認できるものをお持ちでない

場合も届出はできますが、後日届出

人に通知が送られます。

は日曜・祝祭日　＊時間等は当番医で確認して下さい。

保健師だより保健師だより

ぼくたち、わたしたちムシ歯はないよ！！ぼ く た ち 、 わ た し た ち ム シ 歯 は な い よ ！ ！ 

１１月の３歳児健診でムシ歯のなかったお子さん達です。

齋 藤 壮 介
そう

くん
すけ

（伏倉）
土屋梨々花ちゃん

り り か

（中村）
鈴 木 達 也くん

たつ や

（峰輪）
高 橋 陽 菜ちゃん

ひ な

（雲見）

馬 場 惣 莞くん
そう い

（船田）
土 屋 航 平くん

こう へい

（雲見）
工 藤 櫻 子ちゃん

さくら こ

（那賀）
金 子 渓 太くん

けい た

（大沢）
小 林 加 奈ちゃん

か な

（伏倉）

鈴 木　 倭くん
やまと

（宮内）

－

短
歌－

松
崎
文
芸

松
崎
文
芸

十
キ
ロ
の
み
か
ん
箱
さ
げ
苦
笑
す
る

 

過
去
の
肥
満
の
記
録
を
み
つ
つ

平
野
も
み
子

ゐ
な
け
れ
ば
商
売
一
途
と
伝
へ
き
く

 

と
り
こ
し
苦
労
は
わ
れ
の
み
に
あ
り

端
山
き
ち
枝

夜
の
明
け
を
喜
び
あ
ひ
て
か
啼
く
鳥
に

 

目
覚
め
て
夕
べ
の
夢
を
手
繰
り
ぬ

堀
岡
洋
子

庭
先
に
聳
え
立
つ
木
を
な
ん
ぢ
ゃ
も
ん
ぢ
ゃ
と

 

教
へ
く
れ
し
は
き
の
ふ
の
ご
と
し

山
本
智
恵
子

衣
と
住
は
ど
う
に
か
足
り
れ
ば
日
常
の

 

買
ひ
物
は
お
ほ
か
た
食
に
か
か
は
る

高
橋
栄
美

心
地
よ
き
こ
の
風
に
の
り
青
空
へ

 

あ
と
か
た
も
な
く
消
ゆ
る
も
い
い
か

岡
村
芳
子

い
つ
も
見
る
水
平
線
に
灯
の
と
も
る

 

海
の
む
か
う
に
け
ふ
は
来
て
ゐ
つ

土
屋
君
子

カ
ン
カ
ン
コ
ン
・
カ
ン
カ
ン
コ
ン
と

 

貝
殻
を
砕
く
に
こ
こ
ろ
は 
空 
に
な
り
ゆ
く

か
ら

高
橋
百
代

稲
妻
の
や
う
に
落
ち
れ
ば
よ
い
も
の
を

 

ふ
は
り
と
背
後
に
木
の
葉
舞
ひ
散
る

佐
藤
真
理
子

９ 
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町のできごと町の で き ご と
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第
二
二
回
松
崎
町
菊
花
展
が
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

菊
愛
好
家
の
皆
さ
ん
の
技
術
も

年
々
向
上
し
て
お
り
、
審
査
に
あ

た
っ
た
県
農
業
試
験
場
の
中
村
氏

ら
審
査
員
一
同
甲
乙
つ
け
が
た
い

よ
う
で
し
た
。

　

一
一
月
二
日
・
三
日
の
両
日
、

旧
町
内
は
笛
や
太
鼓
の
音
が
響
き

渡
り
、
秋
ま
つ
り
一
色
に
な
り
、

太
鼓
台
や
山
車
を
見
物
す
る
人
達

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

二
日
は
天
気
も
良
く
、
法
被
姿

の
若
衆
の
獅
子
舞
や
太
鼓
台
が
町

中
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

三
日
は
あ
い
に
く
の
雨
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
伊
那
下
神

社
、
船
寄
神
社
、
道
部
神
社
で
奉

納
さ
れ
た
式
三
番
叟
に
は
、
多
く

の
人
が
集
ま
り
、
地
域
の
伝
統
文

化
に
触
れ
て
い
ま
し
た
。

　

一
一
月
三
日
、
伊
那
上
神
社
裏

の
田
ん
ぼ
に
鶴
が
い
る
と
連
絡
が

あ
り
、
近
所
の
人
に
話
し
を
聞
く

と
、
一
〇
月
こ
ろ
か
ら
見
か
け
る

よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。

　

マ
ナ
ヅ
ル
は
、
鹿
児
島
県
の
出

水
市
で
越
冬
す
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
途
中
で
迷
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

静
岡
県
内
に
飛
来
し
た
の
は
昭

和
五
四
年
以
来
二
四
年
ぶ
り
と
い

う
こ
と
で
す
。
来
年
か
ら
は
仲
間

と
一
緒
に
越
冬
に
来
て
欲
し
い
で

す
ね
。

　

一
一
月
六
日
（
木
）、
石
部
棚

田
の
交
流
棟
で
、
新
米
の
袋
詰
作

業
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
棚
田
オ
ー
ナ
ー
、
ト
ラ
ス

ト
会
員
の
皆
さ
ん
に
、
五
キ
ロ
詰

に
し
て
送
付
し
て
い
る
も
の
で
、

こ
の
日
は
朝
か
ら
棚
田
推
進
委
員

の
メ
ン
バ
ー
六
人
が
作
業
に
当
た

り
、
五
〇
〇
袋
が
作
ら
れ
、
そ
の

日
の
う
ち
に
オ
ー
ナ
ー
や
ト
ラ
ス

ト
会
員
の
皆
さ
ん
に
発
送
さ
れ
ま

し
た
。

大 
輪 
の 
菊

 

競 
い 
咲 
く 
！

笛
・
太
鼓 
で

 

に 
ぎ 
や 
か 
に

特
別
天
然
記
念
物

 
「 
マ 
ナ 
ヅ 
ル 
」 
飛
来

▲会場の様子

▲今年新調された三省社の山車

▲袋詰めを行なう推進委員

▲伊那上神社裏の田んぼで撮影

棚 
田 
米 
の 
袋
詰

町
長
賞　
　
　
　

土
田
和
彦
さ
ん
（
江
奈
１
）

議
長
賞　
　
　
　

石
田
留
雄
さ
ん
（
江
奈
１
）

教
育
長
賞　
　
　

深
澤
尚
幸
さ
ん
（
江
奈
２
）

商
工
会
長
賞　
　

堤　

敏
夫
さ
ん
（
江
奈
１
）

観
光
協
会
長
賞　

鈴
木
徳
夫
さ
ん
（
伏　

倉
）

菊
愛
好
会
長
賞　

加
賀　

守
さ
ん
（
八
木
山
）

　

主
な
入
賞
者
を
紹
介
し
ま
す
。
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暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

　

月
1 2

第４回市町村対抗駅伝大会
　県内７２市町村の代表が参加し、タスキをつなぐ第４回市町村対抗駅伝

競走が、１２月６日（土）静岡市で開催されます。

　大会に出場する松崎町チームの選手が決定しました。皆さん応援して

下さいね�

年末の交通安全県民運動

　１２月１５日から３１日まで、年末の交

通安全県民運動が行なわれます。交

通ルールとマナーを守って無事故で

笑顔の新年を迎えましょう。

自衛隊生徒募集

　自衛隊における中堅専門技術者と

しての、陸、海、空曹を養成するコー

スです。

【概要】　４年間の教育期間中は給与・

手当の支給を受けながら各種技術の

基礎を学びます。３学年修了時には高

等学校の卒業資格が得られます。

【資格】　１５歳以上１７歳未満

【受付】　平成１６年１月６日まで

【試験日】　平成１６年１月１０日

【問合せ】　自衛隊伊東募集事務所

　　　　　� ０ ５ ５ ７ － ３ ７ － ９ ６ ３ ２

統計調査にご協力を ！

－製造事業所の皆様へ－
　平成１５年工業統計調査を１２月３１日

現在で行ないます。調査の実施に当たっ

ては、今年１２月から来年１月にかけ

て調査員がお伺いします。なお、調

査票に記入していただいた内容につ

いては、統計法に基き秘密が厳守さ

れますので、正確な記入をお願いし

ます。

【問合せ】　町長公室　� ４ ２ － ３ ９ ６ ２

監督　平 野 明 彦
（河津南小教諭）－桜田－

第１区　斉 藤　 萌
（松高１年）－岩地－

第２区　桑 原 亜 美
（松小６年）－道部－

第３区　稲 葉　 洋
（西屋商店）－道部－

第４区　土 屋　 大
（下田北高３年）－那賀－

第５区　森 貴 和 子
（松崎プリンス）－江奈２－

第６区　真 野 竜 希
（松中３年）－江奈１－

第７区　高 見 志 穂
（松中３年）－道部－

第８区　高 田 も も
（松中３年）－山口－

第９区　斉 藤 克 己
（松高２年）－中村－

第１０区　石 田 英 雄
（教育委員会）－江奈１－

１１ 

　交通事故などで被害者が治療費、

慰謝料、損害賠償金などを受け取っ

た時の所得税は次のようになりま

す。

　まず、治療費、慰謝料、それに

負傷して働けないことによる収益

の補償をする損害賠償金などは非

課税となります。

　ただし治療費として受け取った

金額は「医療費を補填する金額」

として扱われるので、医療費控除

を受ける場合は支払った医療費か

ら相手から受け取った治療費を差

し引くことになります。

◇岩地　１０：００～１０：４０

◇石部　１１：００～１１：４０

◇雲見　１３：３０～１４：１０

　会場は各地区公民館です。

申告納付はこの機会に済ませ

て下さい。 

今月の納税

固定資産税　第３期

【日時】　１２月９日（火） １０：００～１５：００

【場所】　生涯学習センターふれあいホール

【問合せ】　町民課　� ４ ２ － ３ ９ ６ ７

【日時】　１２月３日（水）、１７日（水）

　　　　１１：４５～１２：００

【場所】　松崎町役場

　平成１５年１１月１５日現在

　　　　（　）内は前年対比

　　人身事故　３９件　（±０）

　　物損事故　１０６件　（＋９）

　　死　　者　０人　（－１）

　　傷　　者　５３人　（＋１０）

犬・猫ひきとり

町の交通事故

税一口メモ

入湯税出張徴収
12月22日（月）

図書館だより

お話会のお知らせ

【日時】　１３日（土）午前１０時３０分

【場所】　図書館「みんなのひろば」

【対象】　小学２年生以上

12月の休館日

特設人権・行政合同相談

１日（月）・８日（月）・１５日（月）・１９日（金）・２２日

（月）・２３日（火）・２９日（月）・３０日（火）・３１日（水）

１９２０２１２２２３２４２５２６２７２８２９３０３１１２３４５
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第55回　人権週間

　１２月１０日は、世界人権宣言が国連

で採択された記念すべき日です。こ

の事にちなみ、毎年１２月４日から１０

日までの１週間を人権週間と定め、

広く国民に人権意識の高揚を呼びか

けています。

　家庭内のもめごと、相続、金銭貸

借、境界紛争等でお困りの方は、人

権擁護委員が相談に応じています。

お気軽にご相談下さい。

１２月４日～１０日

□人権擁護委員□
中村　典郎（中村）　 �４２－０４１５

堤　香代子（江奈１）�４２－０７６５

土屋　重喜（南郷）　 �４２－０６１８

　平和で心豊かな人間関係に包まれ

た住みやすい社会を目指しましょう。

　新規雇用を予定している県内外の

企業約１００社が一堂に集まり、就職面

接会を開催します。

【日時】　１２月１７日（水） １３：００～１７：００

【会場】　グランシップ（静岡市）

　　　　大ホール（海）

【入場】　無　料

【問合せ】

　雇用・能力開発機構静岡センター

　「人と企業の出会いの場事務局」

　　　　　� ０ ５ ４ － ２ ８ ５ － ０ ０ １ ４ 

http://www.ehdo.go.jp/shizuoka/event.html

人と企業の出会いの場
古雑誌リサイクルフェア

 １月１０日（土）～１月２５日（日） 

【問合せ】　図書館　� ４ ２ － ３ ９ ７ ２
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 １２

※この欄に掲載を希望されない場合は、
お申し出ください。

学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校
ひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひ
ろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろ
ばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばば

校
ひ
ろ
ば

（30）

�
四
二－

〇
一
四
三

　

一
一
月
一
三
日
（
木
）、
環

境
セ
ン
タ
ー
で
松
崎
中
学
校
音

楽
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
校
で
は
、
学
級
の
仲
間
づ

く
り
の
一
環
と
し
て
、 全
ク
ラ
ス

が
「
帰
り
の
会
」
で
合
唱
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
一
〇
月
か

ら
は
「
帰
り
の
会
」
を
一
五
分

間
延
長
し
て
、
体
育
館
や
音
楽

室
を
使
っ
て
課
題
曲
と
自
由
曲

の
練
習
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

　

音
楽
の
時
間
が
週
一
時
間
の

た
め
、
パ
ー
ト
練
習
や
曲
作
り

は
合
唱
系
を
中
心
に
し
て
子
ど

も
達
の
力
で
作
り
上
げ
て
き
ま

し
た
。
音
楽
会
が
近
づ
く
に
つ

れ
て
、
早
朝
、
玄
関
ホ
ー
ル
や

音
楽
室
か
ら
は
ピ
ア
ノ
や
歌
声

が
聞
こ
え
、
昼
休
み
に
は
第
九

の
ソ
ロ
の
歌
声
が
校
舎
に
響
き

渡
り
、
本
番
に
向
け
て
雰
囲
気

が
盛
り
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ど
の
学
級
も
こ
れ

ま
で
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、

精
一
杯
の
合
唱
を
創
り
あ
げ
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
の
音
楽
会
で

二
〇
〇
三
年
一
二
月
一
日
発
行

通
刊　

第

四

七

五

号

広
報
ま
つ
ざ
き

〒
四
一
〇－

三
六
九
六 

静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
宮
内
三
〇
一
ノ
一

�〈
〇
五
五
八
〉四
二－

三
九
六
二
�〈
〇
五
五
八
〉 四
二－

三
一
八
三

発
行　

静
岡
県
松
崎
町　

編
集　

町
長
公
室

印
刷　

�
山
本
印
刷

松崎町ホームページアドレス　http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

戸籍だより
（10月分）

21世紀松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

は
三
年
前
か
ら
地
域
の
方
々
に

も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
ベ
ー

ト
ー
ベ
ン
の
第
九
の
合
唱
に
も

取
り
組
ん
で
お
り
、
四
回
目
を

迎
え
た
今
年
は
、
よ
り
原
語

（
ド
イ
ツ
語
）
に
近
づ
い
て
歌

え
る
こ
と
を
目
指
し
て
き
ま
し

た
。

　

合
唱
曲
の
決
定
か
ら
発
表
ま

で
、
い
ろ
い
ろ
と
大
変
な
思
い

を
重
ね
な
が
ら
取
り
組
ん
だ
音

楽
会
は
、
特
に
三
年
生
に
と
っ

て
思
い
出
深
い
も
の
と
な
っ
た

よ
う
で
す
。

松
崎
中
学
校

戸籍だより
（10月分）

　昭和２８年１２月婚姻届のご夫婦を

紹介します。

届出日年齢氏　名地区

１２．２６
７７歳

７１歳

望月一二三

　　正　枝
北　区

１２．２８
７８歳

７２歳

高橋　　廣

　　百合子
江奈４

おめ で と う
№7５
金婚式

　１０月２８日に、岩地の梵天まつり

が行なわれました。

　まつりの最後に、子供達の神楽

が披露され、公民館に集まった皆

さんから盛大な拍手が湧き上がり

ました。

　少子化が進む中、地域における

伝統芸能の継承に手応えを感じま

した。

 （高橋）

広報あれこれ広報あれこれ

　松崎町商工会青年部では、「松

崎町をもっと明るく・もっと元気

に」をスローガンに『光のピカイ

チ』を行なっています。

　今年もその一環としてイルミネー

ションコンテストを開催します。

入賞賞品を多数用意して皆さんの

参加をお待ちしています。

【応募期間】　１２月１日～１２月１６日

【実施期間】　１２月１６日～１２月２５日

【応募資格】　松崎町在住者

【問合せ】　松崎町商工会青年部

　　　　　　　�４２－０４７０

保 護 者性別氏名地区

土 屋　 康女 茉  利  桃 
マ リ モ

中 村

土田隆太郎女 倫  生  佳 
リ オ カ

江奈１

松 本 直 之男 拓 　 己 
タク ミ

江奈２

山本慶一郎女 幸 　 乃 
ユキ ノ

指 川

石田美代子男 紗 　 為 
サ イ

南 郷

おめでとうございます（出生）

届出人年齢氏　　名地区
金　次６０斎　藤　ヨシ子指 川

新　作８３近　藤　うた子江奈４

敏　子７４金　刺　久　義金 沢

房　枝６９�　�　三　男岩 地

たか子５８飯　塚　捷　勝南 区

勝　市９２小　鹿　繁　一江奈４

直　樹８６内　田　慶　一道 部

正　好８２大　村　まさ江江奈２

照　子７５内　田　三　芳東 区

重　代９０長　澤　た　き東 区

秀　一６８堤　　　�　重伏 倉

紀　明５８�　橋　末　廣東 区

愛　子７８山　本　正　平南 郷

おくやみ申し上げます（死亡）

（平成１５年１１月１日現在）

総人口 ８，８１３人（－１２）

　男　 ４，１８１人（－７）

　女　 ４，６３２人（－５）

世帯数 ３，１６５戸（＋１０）

転　入　１９人　転　出　２２人

出　生　５人　死　亡　１４人

��������

町の人口と世帯

★★★ ★
★

参加者募集加者募集 ！

クリスマスク リ ス マ ス
「 光の のピカイチ・イルミネーション ピ カ イ チ ・ イ ル ミ ネ ー シ ョ ン」 」 

コンテストコ ン テ ス ト
参加者募集 ！

ク リ ス マ ス
「 光 の ピ カ イ チ ・ イ ル ミ ネ ー シ ョ ン 」 

コ ン テ ス ト


